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人権擁護委員をご存知ですか？
守られていますか？あなたの人権

人権擁護委員はあなたの街の身近なパートナー

　

行
政
に
関
す
る
相
談
や
苦
情
の
解
決
に
ご
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
行
政
相
談
委
員
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
平
間
宏
子
さ
ん（
衡
東
）

に
、
東
北
管
区
行
政
評
価
局
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
（水）
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強

調
月
間
に
あ
た
り
、
保
護
司
と
村
更
生
保
護
女

性
会
の
方
々
が
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
萩
原
村
長
へ
伝
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全

で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全

国
的
な
運
動
で
、今
年
で
70
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
温
か
な
励
ま
し
の
笑
顔

に
あ
ふ
れ
た
「
明
る
い
社
会
」
構
築
へ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

東
北
管
区
行
政
評
価
局
長
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝
状

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
を
推
進

　

〜
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
〜

　

大
衡
村
防
犯
協
会
衡
中
北
支
部
長
の
佐
藤
忠
吉

さ
ん
と
、
衡
中
東
支
部
長
の
鶴
岡
淳
さ
ん
が
黒

川
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
長
並
び
に
大
和
警
察

署
長
の
連
名
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
多
年
に
わ
た
り
村
防
犯
協
会
の
支

部
長
等
と
し
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
そ
の
他
の

防
犯
諸
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
る
ご
貢
献
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
川
地
区
防
犯
協
会
連
合
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防
犯
功
労
者
表
彰

　人権擁護委員は、地域の住民の中から、人権問題に理解や熱意のある方々が市町村長の推薦を受け、法
務大臣から委嘱され、人権に関する相談を受けたり、小中学校で人権教室を開いて、命の大切さや思いや
りの心についての理解を深めてもらうための活動をしています。
　皆さんが毎日の生活を営んでいく上で、これは人権問題ではないだろうかと感じたり、法律上どのよう
になるのかわからないため困ったりすることがあると思います。このような場合は、ひとりで悩まずに、
ぜひ、下記にご相談ください。
　相談は無料です。秘密は守られますので、安心してご相談ください。
【人権相談開設日】
　日時：毎週水曜日　午前9時～正午
　場所：平林会館1階　料理講習室
【人権擁護委員】
　熊谷　喜久雄（衡中）　　渡邉　礼子（衡中北）　　千葉　良　　（大瓜下）　　中川　さき子（大瓜下）

▲平間さん（左）と東北管区行政評価局長

　本村では子育て支援事業や子どもの医療費助成を行っていますが、将来にわたり持続的なまちづくり
を進めていくためには、若者の定住化を進めて、子どもを安心して産み育てていける環境づくりや子育
て支援・教育を充実させていくことが必要です。
　また、次代を担う子ども達が大衡の歴史や文化を知り、成長した子どもたちが本村に住み続けること
ができるよう、愛着と誇りが持てる特色ある教育の充実や文化活動の展開を図ります。

「新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら」をめざして「新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら」をめざして「新しい時代につなぐ豊かな万葉の里・おおひら」をめざして
第六次総合計画

【主な施策】

◆子どもを産み育てやすい
　環境づくり

　妊婦一般健康診査事業や１８歳までの医療
費助成、子育て支援券の交付、出産・入学祝
金など、多様な保育ニーズに応じた子育て支
援の充実や手続きの簡素化を図ります。
　また、家庭・学校・地域・職場の人々が一
体となった協力体制を推進します。

◆教育体制の仕組みづくり

　学校と連携を図りながら地域の集会所など
を活用し、高齢者と児童生徒との交流の機会
を設けるなど、地域の教育力の充実を図りま
す。
　また、シルバー人材等を活用した学習支援
の実施や伝統技能伝承など、地域住民が教育
に参加できる仕組みづくりを推進します。

◆個性ある専門教育の充実

　希望する教育課程への進学のために中等教
育の充実を図り、中学校や高等学校の教育環
境の連携を推進します。
　また、中学生・高校生を対象として、村内
に立地する企業の業務内容をＰＲする機会を
提供するなど、子どもの村内企業への関心を
高める環境づくりを検討します。

まちづくりの基本方針③　「みんなが支え、子どもがたくましく育つまちづくり」


